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(57)【要約】
　
【課題】従来の詰替型の転写具では、安全かつ容易でし
かも確実にホルダーを用いて送出コアと巻取コアとを詰
め替えることができない点を解消する。
【解決手段】ホルダー２０は、孔部２０１，２０２の内
周に傾動自在に設けられると共に、屈曲部２０１Ｂａ，
２０２Ｂａ及び係合部２０１Ｂｂ，２０２Ｂｂが設けら
れた係合屈曲部２０１Ｂ，２０２Ｂと、孔部２０１，２
０２の外面周縁部に立設され、屈曲部２０１Ｂａ，２０
２Ｂａの最大屈曲高さ以上の高さとされた壁面部２０１
Ｃ，２０２Ｃとを備えている。
【効果】屈曲部が屈曲すると送出コア及び巻取コアの係
合が解除されて容易にホルダーを除去することができる
共に、このとき壁面部より低い位置で屈曲部が屈曲する
から該屈曲部が手指に接触しない。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用済みの、長尺帯状の基材に塗膜が塗布された転写テープを巻装した送出コアと、こ
の送出コアから送り出される転写テープのうちの基材を巻き取る巻取コアとを詰め替える
べく、新たな送出コアと巻取コアを配置した状態で筐体に装着し、装着後に筐体から除去
される詰替型転写具のホルダーにおいて、送出コアと巻取コアの各々に軸芯を中心とした
孔部と、前記孔部の内周に傾動自在に設けられると共に、送出コア及び巻取コアを筐体に
装着する方向とは反対に屈曲する屈曲部及びこの屈曲時に送出コア及び巻取コアとの係合
を解除し、屈曲していない時に送出コア及び巻取コアと係合する係合部が設けられた係合
屈曲部と、前記孔部の外面周縁部に立設され、前記屈曲部の最大屈曲高さ以上の高さとさ
れた壁面部と、を備えたことを特徴とするホルダー。
【請求項２】
　送出コアと巻取コアの内周面に、ホルダーの係合屈曲部と係合する固定部を形成したこ
とを特徴とする請求項１記載のホルダー。
【請求項３】
　送出コアと巻取コアの内周面に、筐体側と係合して装着される装着部を形成したことを
特徴とする請求項１又は２に記載のホルダー。
【請求項４】
　筐体側の回転動力に伴って送出コアと巻取コアを回転させるべく、送出コアと巻取コア
の内周面に所定間隔を存して軸長さ方向に突出した係止部を形成したことを特徴とする請
求項１～３のいずれかに記載のホルダー。
【請求項５】
　請求項１又は２のホルダーにより新たな送出コアと巻取コアを詰め替える転写具におい
て、該送出コアと巻取コアの内周に挿入されると共に筐体側の回転動力と連動して回転す
る回転筒状部と、回転筒状部の中央部位の筐体内面に、前記ホルダーを筐体に装着した際
に該ホルダーの屈曲部を屈曲させる押出柱を設けたことを特徴とする転写具。
【請求項６】
　請求項３のホルダーにより新たな送出コアと巻取コアが詰め替えられる転写具において
、回転筒状部の外周面に、前記ホルダーの装着部と係合する係合部を形成したことを特徴
とする請求項５記載の転写具。
【請求項７】
　請求項４のホルダーにより新たな送出コアと巻取コアが詰め替えられる転写具において
、回転筒状部の外周面に、前記ホルダーの係止部と当接して回転を同期させる回転同期部
を形成したことを特徴とする請求項５又は６に記載の転写具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用済みの、長尺帯状の基材に塗膜が塗布された転写テープを巻装した送出
コアと、送出コアから送り出される転写テープのうちの基材を巻き取る巻取コアとを新た
なものに詰め替えるに際し、安全かつ容易でしかも確実に行うことができるホルダー及び
転写具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　長尺帯状の基材に塗膜が塗布された転写テープを巻装した送出コアと、この送出コアか
ら送り出された転写テープのうち被転写体に塗膜が転写された残りの基材を巻き取る巻取
コアと、を備え、前記巻取コアに基材が全て巻き取られて使用が完了した際に、それまで
使用していた送出コア及び巻取コアを筐体から取り出して、平板状のホルダーに配置され
た新たな送出コアと巻取コアを詰め替える、いわゆる詰替型の転写具が知られている。
【０００３】
　この種（詰替型）の転写具において、筐体側に詰め替えるべき部材を装着する技術、す
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なわち本願に関連する文献として、以下の特許文献１及び特許文献２を関知した。
【特許文献１】特開２００１－２１３４９３号公報
【特許文献２】特開平６－２８６９２７号公報
【０００４】
　特許文献１は、上記転写具において詰め替え後にホルダーだけを取り外す点に関して、
記憶媒体ディスク（例えばＣＤ：Compact Disc）を収納ケースから容易に取り出すための
技術が開示されている。
【０００５】
　すなわち、特許文献１は、指で押さえる方向に屈曲する接合軸から外側に延設された傾
動部分の外縁部分に、ＣＤの表裏方向に亘って形成されると共にＣＤの中央孔と係合する
ディスク係合部と、このディスク係合部の傾動部分が位置する側と反対側において接合軸
に対して外側方向に延設されたディスクリフト部材と、を有した構成である。
【０００６】
　特許文献１は、接合軸を指で抑えると該接合軸が谷状に屈曲すると共に傾動部分が該接
合軸を中心に傾動し、これに伴ってディスク係合部同士の間隔がＣＤの中央孔の径より小
さくなると共に、ディスクリフト部材がＣＤの裏面側を押し上げる。
【０００７】
　特許文献２は、上記転写具においてホルダーに送出コア及び巻取コアを配置して筐体に
装着する点が開示されている。
【０００８】
　すなわち、特許文献２は、送出コア及び巻取コアには軸端から順に大径部と小径部が形
成されており、ホルダーには該送出コア及び巻取コアが装着される孔の周囲に切欠きが形
成されることで表裏方向に弾性変形する舌片が形成されている。
【０００９】
　特許文献２は、送出コア及び巻取コアの軸をホルダーの孔に装着する際、大径部を乗り
越えるために舌片が弾性変形し、小径部に至る際に該舌片が弾性復元して、該大径部と舌
片（孔の内周部）とが係合する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１は、接合軸を中心に傾動部材が谷状に屈曲するように傾動し
、これに伴ってディスク係合部同士の間隔がＣＤの中央孔の径より小さくなると共に、デ
ィスクリフト部材がＣＤの裏面側を押し上げるように構成されているため、該傾動部材の
谷状の屈曲で（接合軸を押した）指を挟んでしまうといった問題がある。
【００１１】
　一方、特許文献２は、送出コアや巻取コアを筐体に装着する点は開示されているものの
、ホルダー自体も筐体に装着し、送出コアと巻取コアの装着後に筐体から除去する構成と
はなっていない。ここで、特許文献２に特許文献１を採用した場合は、次のような新たな
問題が生じる。
【００１２】
　特許文献２は、ホルダーの面に、舌片が形成された孔を有しており、送出コア及び巻取
コアの軸の外周で小径部とが該孔と係合し、この軸の内周側では筐体に設けられたギヤ軸
部が挿入される構成とされている。
【００１３】
　つまり、送出コアと巻取コアを筐体に取り付ける際にホルダーを押す方向と、ギヤ軸部
がホルダーに形成された孔に挿入される方向とが相反するから、特許文献１の構成を採用
すると、接合軸を指で押す方向（例えば下方）と反対の方向（例えば上方）にギヤ軸が移
動するから、傾動部材が傾動せず該特許文献１の作用効果を得ることができない。
【００１４】
　仮に特許文献１の構成において、接合軸がギヤ軸によって押されて該接合軸が山状に屈
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曲する構成であったとすると、今度は、ホルダーの面から接合軸がユーザーによる操作側
に突出して、指に接合軸が刺さってしまうなどの不具合が生じる。
【００１５】
　本発明が解決しようとする問題点は、特許文献１は傾動部材の谷状の屈曲で接合軸を押
した指を挟んでしまう点、特許文献２はホルダーを筐体から取り外す構成とはなっていな
い点、及び特許文献１を特許文献２に採用すると傾動部材が傾動せず該該特許文献１の作
用効果を得ることができなかったり、指に接合軸が刺さってしまうなどの不具合が生じる
点、すなわち特許文献１及び特許文献２では、安全かつ容易でしかも確実にホルダーを用
いて送出コアと巻取コアとを詰め替えることができない点、である。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記の問題を解決するために、本発明のホルダーは、送出コアと巻取コアの各々に軸芯
を中心とした孔部と、孔部の内周に傾動自在に設けられると共に、送出コア及び巻取コア
を筐体に装着する方向とは反対に屈曲する屈曲部及びこの屈曲時に送出コア及び巻取コア
との係合を解除し、屈曲していない時に送出コア及び巻取コアと係合する係合部が設けら
れた係合屈曲部と、孔部の外面周縁部に立設され、屈曲部の最大屈曲高さ以上の高さとさ
れた壁面部と、を備えたものである。
【００１７】
　また、本発明の転写具は、該送出コアと巻取コアの内周に挿入されると共に筐体側の回
転動力と連動して回転する回転筒状部と、回転筒状部の中央部位の筐体内面に、本発明の
ホルダーを筐体に装着した際に該ホルダーの屈曲部を屈曲させる押出柱を設けたものであ
る。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の転写具に対して本発明に係るホルダーを用いて送出コアと巻取コアを装着する
とき、次の作用効果を得ることができる。ホルダーは、孔部と、屈曲部及び係合部が設け
られた係合屈曲部とを有するので、詰め替えるまでホルダーに送出コア及び巻取コアを固
定的に配置、つまりホルダーと送出コア及び巻取コアとを一体的に扱うことができる。
【００１９】
　また、ホルダーは、係合屈曲部により、ホルダーによって送出コア及び巻取コアを筐体
に装着するまでは該送出コア及び該巻取コアがホルダーに安定的に（一体的に）に配置さ
れて、装着する際に該送出コア及び該巻取コアとホルダーとの係合が解除されるから、容
易かつ確実に該送出コア及び該巻取コアを筐体に装着することが可能であると共に、ホル
ダーを筐体から除去することができる。
【００２０】
　転写具は、回転筒状部の中央部位の筐体内面に押出柱を設けることにより、ホルダーを
筐体に装着する方向に押すと、相対的に該押出柱が屈曲部をホルダーを筐体に装着する方
向とは反対方向に押し、該屈曲部を屈曲させることができる。
【００２１】
　このとき、ホルダーの孔部からは、押出柱により屈曲した屈曲部が突出することになる
が、該ホルダーに設けられた壁面部により、屈曲部が屈曲したときの孔部からの突出部分
がホルダーを押す指に接触することがなく、したがって、安全に送出コア及び巻取コアを
筐体に装着する作業を行うことができる。
【００２２】
　そして、屈曲部が屈曲すると、ホルダーと送出コア及び巻取コアとの係合部による係合
が解除され、該送出コア及び巻取コアは筐体側へ速やかに移動し、したがって、ホルダー
だけを容易に除去できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明は、図１～図７に示す形態により実施可能である。図１は本発明の転写具を部分
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的に示す。図２及び図３は本発明のホルダーを示す。図４は筐体に（送出コア及び）巻取
コアを装着する直前の状況を示す。図５は筐体に（送出コア及び）巻取コアを装着する直
後の状況を示す。図６は（送出コア及び）巻取コアを示す。図７は回転筒状部（巻取側）
を示す。
【００２４】
　なお、以下、本発明の特徴となる構成については参照番号を付して説明するが、その他
の構成については説明、図示及び参照番号を省略している。また、図において、見にくく
なる点を考慮して図４及び図５などでは一部断面ハッチングを省略している。
【００２５】
　図１に示す転写具１は、本体部２Ａ及びこの本体部２Ａに対して例えば取り外しが可能
とされた蓋部（不図示）とからなる筐体２において、前記蓋部を本体部２Ａから外すと共
に使用済みの、長尺帯状の基材に塗膜が塗布された転写テープＴを巻装した送出コア２１
と、この送出コア２１から送り出される転写テープＴのうちの基材を巻き取る巻取コア２
２を取り出した状態を示している。
【００２６】
　本例の転写具１は、例えば筐体２の本体部２Ａに、送出コア２１を回転させる送出ギヤ
３と、巻取コア２２を回転させる巻取ギヤ４と、これら送出ギヤ３と巻取ギヤ４とに噛合
した中間ギヤ５とを有している。
【００２７】
　また、本体部２Ａ側には、送出コア２１及び巻取コア２２を装着した状態において、該
送出コア２１から巻取コア２２に至る転写テープＴの搬送経路途中に、先端が筐体２から
突出するように設けられた転写部６が設けられている。
【００２８】
　さらに、筐体２には、転写具１の未使用時に上記転写部６を覆い、使用時に転写部６を
露出させるカバー７が軸７ａを回動可能に枢支した状態で設けている。図１では、カバー
７は、本体部２Ａ側に配置した例を示している。
【００２９】
　上記構成における転写具１は、さらに、送出コア２１と巻取コア２２の内周に挿入され
ると共に、該送出コア２１と該巻取コア２２の回転動力とされる送出ギヤ３と巻取ギヤ４
と連動して回転する回転筒状部８，９を有している。
【００３０】
　この回転筒状部８，９は、本例では、例えば、送出ギヤ３と巻取ギヤ４に対して設けら
れており、後述する押出柱１０，１１に同様に枢支されて回転する。なお、例えば、回転
筒状部８と送出ギヤ３との間（送出側）にいわゆるスリップ機構が設けられ、回転筒状部
９と巻取ギヤ４（巻取側）とは一体とした構成であってもよい。
【００３１】
　回転筒状部８，９の各々には、本例では、送出ギヤ３と巻取ギヤ４が位置する方向の端
部おける外周面に、軸方向に所定幅とされ、周方向に突出した係合部８Ａ，９Ａが形成さ
れている。この係合部８Ａ，９Ａは、後述する送出コア２１及び巻取コア２２の内周に形
成された装着部２１Ｃ，２２Ｃと装着時に係合する。
【００３２】
　また、回転筒状部８，９の各々には、本例では、外周面において所定角度間隔で例えば
送出側では４箇所、巻取側では３箇所に、平面視三角形状とされ、軸方向に突出した回転
同期部８Ｂ，９Ｂが形成されている。この回転同期部８Ｂ，９Ｂは、後述する送出コア２
１及び巻取コア２２の内周に形成された係止部２１Ｂ，２２Ｂと装着時に当接する。
【００３３】
　なお、上記回転筒状部８，９、係合部８Ａ，９Ａ、及び回転同期部８Ｂ，９Ｂについて
は、回転筒状部８，９を代表して図７の巻取側（回転筒状部９）により示している。
【００３４】
　さらに、筐体２の本体部２Ａには、送出ギヤ８Ａ及び巻取ギヤ９Ａ、並びに回転筒状部
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８，９の中央部位に位置し、これらを枢支すると共に、後述するホルダー２０を筐体２に
装着した際に、該ホルダーの後述する屈曲部２０１Ｂａ，２０２Ｂａを屈曲させる押出柱
１０，１１が設けられている。この押出柱１０，１１は、回転筒状部８，９の軸方向の高
さより高く、筐体２の幅（厚み）よりは低くされている。
【００３５】
　一方、図２及び図３に示すホルダー２０は、次のように構成されている。ホルダー２０
は、平板状とされ、（新たな）送出コア２１と巻取コア２２に予め転写テープＴが掛けら
れた状態で配置されている。
【００３６】
　ここで、ホルダー２０に配置される送出コア２１と巻取コア２２の構成を説明する。送
出コア２１と巻取コア２２は、本例では、ホルダー２０における配置側の端縁内周面に、
例えば所定角度間隔で中心方向に突出して、後述するホルダー２０の係合屈曲部２０１Ｂ
，２０２Ｂの係合部２０１Ｂｂ，２０２Ｂｂと係合する固定部２１Ａ，２２Ａが形成され
ている。
【００３７】
　また、ホルダー２０における送出コア２１と巻取コア２２の配置側と反対側の端縁内周
面には、筐体２側の回転筒状部８，９の回転同期部８Ｂ，９Ｂと当接して周方向の移動に
対して互いを係止する係止部２１Ｂ，２２Ｂが形成されている。
【００３８】
　係止部２１Ｂ，２２Ｂは、送出コア２１と巻取コア２２の内周面から所定距離を存して
中心に向けて、軸長さ方向に突出させた柱状の部材であり、その上端部が該内周面と結合
している。つまり、係止部２１Ｂ，２２Ｂは、下端部が内周面から距離の分だけ外径方向
に弾性変形が可能とされている。
【００３９】
　また、係止部２１Ｂ，２２Ｂは、本例では例えば送出側に５箇所、巻取側に４箇所とさ
れ、どの周方向位置で筐体２に装着しても回転同期部８Ｂ（４箇所），９Ｂ（３箇所）と
即座に当接して、回転に必要以上の遊びが生じないようにしている。
【００４０】
　本例では、この係止部２１Ｂ，２２Ｂの下端部に、筐体２側の回転筒状部８，９におけ
る係合部８Ａ，９Ａと係合して装着される装着部２１Ｃ，２２Ｃが形成されている。この
装着部２２Ｃ，２２Ｃは、係止部２１Ｂ，２２Ｂの中心側の面に、さらに中心方向に突出
している。
【００４１】
　装着部２１Ｃ，２２Ｃは、本例では、筐体２への装着時に、装着部２１Ｃ，２２Ｃの弾
性変形により係合部８Ａ，９Ａを越え、弾性復元により該係合部８Ａ，９Ａと上下方向に
係合する。これにより、装着後の送出コア２１と巻取コア２２が、筐体２から容易に外れ
ることが防止される。
【００４２】
　なお、上記送出コア２１及び巻取コア２２、係止部２１Ｂ，２２Ｂ、装着部２１Ｃ，２
２Ｃについては、送出コア２１及び巻取コア２２を代表して図６の巻取側（巻取コア２１
）により示している。
【００４３】
　上記構成の送出コア２１及び巻取コア２２を配置したホルダー２０は、次の構成とされ
ている。ホルダー２０は、表裏面を貫通し、送出コア２１と巻取コア２２の軸を中央とし
た本例では例えば長円の孔部２０１，２０２と、筐体２に装着したときに転写部６の一部
が嵌入する嵌入孔２０ａが形成されている。
【００４４】
　嵌入孔２０ａの、送出コア２１と巻取コア２２を配置する側の面には、ホルダー２０に
おいて転写テープＴを掛けるための掛止部２０ｂが立設されている。この嵌入孔２０ａと
掛止部２０ｂにより、ホルダー２０を筐体２に装着し、後にホルダー２０を筐体２から除
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去するだけで、転写テープＴが転写部６に掛けられた状態とすることができ、ホルダー２
０を筐体２に装着後にわざわざ転写テープＴを転写部６に掛ける作業が省かれる。
【００４５】
　孔部２０１，２０２の内周面、本例では例えば長円状の該孔部２０１，２０２の各々の
、対向する直線部の４箇所に結合部２０１Ａ（４個），２０２Ａ（４個）が設けられてい
る。この結合部２０１Ａ，２０２Ａは、本例ではひも状とされ、後述する係合屈曲部２０
１Ｂ，２０２Ｂを孔部２０１，２０２にそれぞれ傾動自在に結合するものである。
【００４６】
　係合屈曲部２０１Ｂ，２０２Ｂは、次の構成とされている。なお、係合屈曲部２０２Ｂ
（巻取側）により代表して説明する。係合屈曲部２０２Ｂは、図４（ｂ）及び図５（ｂ）
に示すように、側面（断面）視で略凹字状とされた部材であり、凹字の中央水平部の中心
位置に屈曲部２０２Ｂａが形成されている。
【００４７】
　係合屈曲部２０２Ｂは、ホルダー２０を筐体２に装着したとき、押出柱１１によりこの
屈曲部２０２Ｂａを中心に、係合屈曲部２０２Ｂが全体として略Ｗ字状に屈曲する。
【００４８】
　係合屈曲部２０２Ｂの屈曲部２０２Ｂａが形成された部位を中心とした両端位置には、
該屈曲部２０２Ｂａが屈曲していないときに巻取コア２２の固定部２２Ａに係合し、該屈
曲部２０２Ｂａが屈曲したときに係合が解除される係合部２０２Ｂｂ，２０２Ｂｂが形成
されている。
【００４９】
　また、係合屈曲部２０２Ｂは、屈曲部２０２Ｂａから係合部２０２Ｂｂ，２０２Ｂｂに
至る各々の途中箇所に、垂直部２０２Ｂｃ，２０２Ｂｃが形成されており、この垂直部２
０２Ｂｃ，２０２Ｂｃの幅方向両端の上部が、上記結合部２０２Ａと結合している。
【００５０】
　再び、送出側と巻取側の両者で説明する。孔部２０１（送出側）と孔部２０２（巻取側
）の各々において、送出コア２１と巻取コア２２を配置する側と反対の面の周縁部には、
前記屈曲部２０１Ｂａ，２０２Ｂａの最大屈曲高さより高くされた壁面部２０１Ｃ，２０
２Ｃが設けられている。
【００５１】
　この壁面部２０１Ｃ，２０２Ｃは、ホルダー２０を筐体２に装着した際に、押出柱１０
，１１により該ホルダー２０の孔部２０１，２０２からユーザー側に突出する屈曲部２０
１Ｂａ，２０２Ｂａが、操作した指に刺さったり、触れないように保護するためのもので
ある。
【００５２】
　上記構成の転写具１に対して新たな送出コア２１、巻取コア２２を、ホルダー２０を用
いて装着するには次のようにして行う。転写具１は、筐体２の蓋部を開けて、使用済みの
送出コア２１と巻取コア２２が取り外された状態、すなわち図１の状態とされている。
【００５３】
　一方、ホルダー２０は、新たな送出コア２１と巻取コア２２とが配置され、掛止部２０
ｂに転写テープＴが掛けられた状態、すなわち図２及び図３の状態とされている。
【００５４】
　筐体２に装着直前と装着直後の、ホルダー２０と送出コア２１及び巻取コア２２につい
て、図４及び図５を参照して、送出側と巻取側を代表して、以下、巻取側で説明する。な
お、図４及び図５における、各図（ａ）は図１～図３のＡ－Ａ線断面を、各図（ｂ）は図
１～図３のＢ－Ｂ線断面を、各々示している。
【００５５】
　巻取コア２２の固定部２２Ａは、ホルダー２０の、屈曲部２０２Ｂａが未だ屈曲してい
ない状態の係合部２０２Ｂｂと係合している。また、係合屈曲部２０２Ｂはホルダー２０
の孔部２０２に結合部２０２Ａにより結合している。これにより巻取コア２２はホルダー
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２０から移動することなく固定的に配置されている。
【００５６】
　図４のように筐体２に装着前の巻取コア２２は、押出柱１１が屈曲部２０２Ｂａを屈曲
させておらず、また、巻取コア２２の装着部２２Ｃが回転筒状部９の係合部９Ａと係合し
ていない。なお、巻取コア２２の係止部２２Ｂは、該巻取コア２２に回転筒状部９が嵌入
したときから該回転筒状部９の回転同期部９Ｂと当接している。
【００５７】
　この後、壁面部２０２Ｃなどを押してホルダー２０を本体部２Ａ側に移動させると、図
５に示すように、ホルダー２０（巻取コア２２）の移動により押出柱１１が該ホルダー２
０側に相対移動し、このとき、該押出柱１１の頂上先端が屈曲部２０２Ｂａを、該ホルダ
ー２０を押す方向とは反対の方向に屈曲させる。
【００５８】
　ホルダー２０を本体側２Ａに押すことで押出柱１１により屈曲部２０２Ｂａが孔部２０
２から突出するように山状に屈曲すると同時に、係合屈曲部２０２Ｂが略Ｗ字状に変形し
、係合部２０２Ｂｂと巻取コア２２の固定部２２Ａとの係合が解除される。
【００５９】
　そして、巻取コア２２の装着部２２Ｃが、係止部２２Ｂの弾性変形により回転筒状部９
の係合部９Ａを乗り越えて係合すると、巻取コア２２は完全に本体部２Ａ側、すなわち筐
体２に装着されたこととなり、かつ巻取コア２２とホルダー２０との結合関係も無くなる
ので、ホルダー２０だけを容易に除去できる。
【００６０】
　このとき、屈曲部２０２Ｂａは、孔部２０２から突出するが、仮に壁面部２０２Ｃを押
して上記一連の装着作業を行うとしても、壁面部２０２Ｃは該屈曲部２０２Ｂａの最大屈
曲高さ以上の高さとされているので、指に刺さったり接触することがない。したがって、
本発明の転写具１は、本発明のホルダー２０を用いて、安全かつ容易でしかも確実に送出
コア２１と巻取コア２２とを詰め替えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の転写具における筐体の本体部の内部を示す斜視図である。
【図２】本発明のホルダーにおける送出コア及び巻取コアを配置した側と反対側の面を示
す斜視図である。
【図３】本発明のホルダーにおける送出コア及び巻取コアを配置した側の面を示す斜視図
である。
【図４】本発明の転写具に本発明のホルダーを用いて送出コア及び巻取コアを装着する直
前の状況を説明するための、（ａ）は図１～図３のＡ－Ａ線断面図、（ｂ）は図１～図３
のＢ－Ｂ線断面図、である。
【図５】本発明の転写具に本発明のホルダーを用いて送出コア及び巻取コアを装着した直
後の状況を説明するための、（ａ）は図１～図３のＡ－Ａ線断面図、（ｂ）は図１～図３
のＢ－Ｂ線断面図、である。
【図６】本発明のホルダーにおける送出コアと巻取コアの要部を示す、巻取側のみの部分
拡大斜視図である。
【図７】本発明のホルダーにおける回転筒状部の要部を示す、巻取側のみの部分拡大斜視
図である。
【符号の説明】
【００６２】
　１　転写具
　２　筐体
　２Ａ　本体部
　８，９回転筒状部
　８Ａ ，９Ａ　係合部
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　８Ｂ，９Ｂ　回転同期部
　１０，１１　押出柱
　２０　ホルダー
　２０１，２０２　孔部
　２０１Ａ，２０２Ａ　結合部
　２０１Ｂ，２０２Ｂ　係合屈曲部
　２０１Ｂａ，２０２Ｂａ　屈曲部
　２０１Ｂｂ，２０２Ｂｂ　係合部
　２０１Ｃ，２０２Ｃ　壁面部
　２１　送出コア
　２２　巻取コア
　２１Ａ，２２Ａ　固定部
　２１Ｂ，２２Ｂ　係止部
　２１Ｃ，２２Ｃ　装着部
　Ｔ　転写テープ
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